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宮 城 県
東 北 大 学 大 学 院 情 報 科 学 研 究 科
職 歴
昭 和 3 7 年 4 河
昭 和 3 8 年 4 月
昭 和 4 1 年 1 0 月
昭 和 U 年 4 月
昭 和 4 2 年 7 月
昭 和 4 3 年 1 0 月
昭 和 4 5 年 5 月
昭 和 4 6 年 5 月
昭 和 朝 年 5 月
昭 和 5 1 年 1 0 月
昭 和 5 2 年 1 月
昭 和 訟 年 5 月
昭 和 5 4 年 3 月
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 博 士 課 程 ( 心 理 学 専 攻 ) 単 位 取 得 退 学
博 士 ( 文 学 ) ( 東 北 大 学 )
東 北 大 学 文 学 部 助 手 ( 心 理 学 )
宮 城 県 技 術 吏 員 身 体 障 害 者 更 生 指 遵 所 ・ 相 談 所 「 ~ 昭 和 4 0 年 8 月 」
宮 城 県 仙 台 市 精 神 衛 生 相 談 所 ( 嘱 託 ) 「 ~ 昭 和 4 2 年 6 月 」
宮 城 学 院 女 子 大 学 講 師 ( 非 常 勤 ) 「 ~ 昭 和 4 3 年 3 月 」
岩 手 大 学 教 養 部 講 師 ( 心 理 学 )
岩 手 大 学 教 養 部 助 教 授 ( 心 理 学 )
東 北 大 学 文 学 部 内 地 留 学 「 ~ 昭 和 4 6 年 3 月 」
岩 手 大 学 教 育 学 部 非 常 勤 講 師 ( 性 格 検 査 法 ・ 産 業 心 理 学 ) 「 ~ 昭 和 5 0 年 3 月 」
東 北 大 学 教 養 部 非 常 勤 講 師 「 ~ 昭 和 弘 年 3 月 」
岩 手 大 学 教 養 部 教 授 ( 心 理 学 )
岩 手 大 学 保 健 管 理 セ ソ タ ー 講 師 ( カ ウ ソ セ ラ ー ) 「 ~ 5 4 年 3 月 』
岩 手 大 学 人 文 社 会 科 学 部 教 授 ( 心 理 学 ) に 配 置 換
在 外 研 究 員 と し て 認 知 心 理 学 研 究 の た め 、 英 国 、 米 国 に 出 張 ( 昭 和 5 5 年 2 月
ま で )
人 間 社 会 情 報 科 学 専 攻
?
平成元年4月
平成2年4月
平成5年4月
平成6年4月
平成6年4月
平成10年4月
平成10年4月
平成稔年3月
東北大学大学院文学研究科非常勤講師(心理学特殊講義)「~平成2年3月」
琉球大学法文学部非常勤講師(知覚心理学)「~平成3年3月」
東北大学大学院情報科学研究科人閻社会佶報科学専攻教授(認知心理〒月報
学講座)に配置換
奧羽大学文学部非常勤講師(心理学)
東北学院大学文学部非常勤講師(心理学)
岩手大学人文社会科学部非常勤講師(佶報科学特論)「~平成H年3河」
仙台白百合女子大学人間学部非常勤講師(基礎心理学)
停年退職
学会ならびに社会における活動
昭和60年3月現代行動科学会理事
昭和62年9打東北心理学会理事
平成8年9月財団法人サトー国際奨学財団理事

著書・訳書
著書
『心理学研究法』第9章感覚・知覚研究法23卜264、全699頁、昭和U年 a969)、
鬼沢貞、加藤孝義、長塚康弘(共著)、北村晴朗、安倍淳吉、黒田正典(編)
『青年一社会・心理・病理』心理と生理、現代のエスプリ別冊、「高校生野球の社会生理」
187-209、昭和認年 a97フ)
松原治郎、岡堂哲雄(編)
『人間の心理学的省察』アカデミア出版会、]978
鬼沢貞、木原孝、加藤孝義(編著)
『ノ＼間の心理学』アカデミア出版会、 1983
鬼沢貞、木原孝、加藤孝義(編著)
『心理学入門』医療・看護・福祉一心理学講座①第9章思考、協同出版、昭和認年
a978)、分担執筆、
岡堂哲雄(編)
著 作 目 録
『空間のエコロジー』新曜社、昭和田年(1986)
加藤孝義
『剌激のない世界』新曜社、昭和61年(198田、全314頁、第7章特殊環境における知
覚と行動、 127-149、
分担執筆、北村晴朗、大久保幸郎(編)
『TAIS』(注意・対人スタイル診断テスト)日本版マニュアル、システムパブリカ、
1995
加藤孝義、細川徹
『TAIS』(日本版):注意・対人スタイル診断テスト、システムパブリカ、 1995
加藤孝義
『空間感覚の心理学』新曜社、1997、全2Ⅱ頁、
加藤孝義
訳書
『心理学の歴史』北望社、全四0頁、昭和"年(1969)、(原著 Robert, Thomson, The
Pe]ican History of psych010gy, penguin Book,1968 )、第16、 17、 18、 19章分担
訳、
北村晴朗(監訳)
2『 意 識 の 心 理 一 知 性 と 直 観 の 統 合 一 』 全 3 1 5 頁 、 産 業 能 率 大 学 出 版 部 、 昭 和 6 1 年 ( 1 9 8 田 、
( 原 著 、  R .  E .  o r n s t e i n :  T h e  p s y c h 0 1 0 g y  o f  c o n s d o u s n e s s ,  W .  H .  F r e e m a n ,
C O . 1 9 7 2  )
北 村 晴 朗 、 加 藤 孝 義 ( 共 訳 )
『 M M P 1  原 論 』 新 曜 社 、 全 4 6 7 頁 、 昭 和 5 9 年 ( 1 9 8 4 ) 、 第 4 部 一 第  1 章 、 第  2  章 、 第
3  章 、 第  4 章 、 第  5  章 ( 3 8 5 - 4 4 1 頁 ) 分 担 訳
阿 部 満 洲 、 小 野 直 弘 ( 監 訳 )
『 集 中 力 ー テ ス ト と ト レ ー ニ ソ グ 』 河 出 書 房 新 社 、 平 成 7 年 住 9 9 2 )
( 原 著 、  R '  M , .  N i d e 丘 e r  &  R .  C ,  s h a r p ,  A 杜 e n t i o n  c o n t r o l  T r a i n i n g :  H o w  t o
g e t  c o n t r o l  y o u r  m i n d  t h r o u g h  t o t a l  c o n c e n t r a t i o n .  w i d e v i e w  B o o k , 1 9 7 6  )
加 藤 孝 義
研 究 論 文
T S T  に よ る 肢 休 不 自 由 者 の 自 己 態 度 に つ し て
会 ) 、  4 2 - 4 5
加 藤 孝 義
T h e  e x p e r i m e n t a l  a n a l y s i s  o f  s e t :  T h e  e 丘 e c t  o f  i n s t t u c t i o n s  o n  t h e  p e r c e p t i o n  o f  t h e
V i s u a l  o b j e c t s . 1 9 6 4  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 3 , 3 9 - 4 5
T a k a y o s h i  K a t o
S t u d i e s  o n  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  Ⅱ .  E x p e r i m e n t s  o n  t h e  t i m e  p e r c e p t i o n . 1 9 6 4
T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 2 , 7 9 - 8 5
T a k a y o s h i  K a t o  a n d  s h i g e N  s a i t o
T S T  に よ る 肢 体 不 自 由 老 の 自 己 観 に っ い て  1 9 6 6  臨 床 心 理 5  ( 日 本 臨 床 心 理 学 会 ) 、
1 5 4 - 1 6 4
加 藤 孝 義
S t u d i e s  o n  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  v .  p a r t  3 .  E l e c t r o e n c e p h a l o g r a p h i c  c h a n g e s
b e f o r e ,  d u r i n g  a n d  a f t e r  2 4  h o u r s '  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n . 1 9 6 4 ,  T o h o k u
P s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 5 , 9 - 1 3
M a s a h i r o  o h y a m a  a n d  T a k a y o s h i  K a t o
S t u d i e s  o n  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  v .  o n  t h e  r e s u l t s  o f  i n t r o s p e c t i v e  r e p o r t s . 1 9 6 4 ,
T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 2 5 , 4 - 8
H i t o s h i  u e n o ,  M a s a h i r o  o h y a m a ,  T a k a a k i  o y a m a d a  a n d  T a k a y o s h i  K a t o
S t u d i e s  o n  s e n s o r y  d e p r i v a t i o n  Ⅵ .  G e n e r a l  m e t h o d s ,  a n d  r e s u l t s  o f  p o l y g r a p h i c
r e c o r d s ,  b e h a v i o r a l  o b s e N a t i o n s  a n d  i n t e r v i e w s . 1 9 6 5 ,  T o h o k u  p s y c h 0 1 0 g i c a
F o l i a , 2 6 , 1 - 1 0
T a k a y o s h i  K a t o ,  H i d e o k i  T a d a ,  H i r o k o  T a n a k a ,  a n d  T o s h i t e r u  H a t a y a m a
1 9 6 4
臨 床 心 理 3  ( 日 本 臨 床 心 理 学
Self concept of the physica11y handicapped in tw'o kinds of twenty statements test
1967 Tohoku psych010gica Folia,25,104-114
Takayoshi Kato
On awareness with which eye one is seeing.1968 Tohoku psych010gica Folia,26,
87-95.
Takayoshi Kato and Misako Kawaguchi
VigⅡance 研究の概観一実験心理学的観点を中心寸こ一 19印
(岩手大学教養部紀要)、 5、 1-14.
加藤孝義
Vigilance task に船ける生体の内的反応につし、て 1969 アルテスリベラレス、 6、
45-48
加藤孝義
Studies on tachistoscopic recogn北ion l . The dominance o{ recognition in right or
Ie丘 Visualfield.1970 Tohoku psych010gica Folia,29,76-82.
Takayoshi Kato
認知の体制イロこつして(1)知覚理論の展開(1)古典諸理論]970 アルテス.りべラ
レス、フ、 1-9,、
加藤孝義
え忍知の体制化にっいて(Ⅱ)知覚理論の展開(2)現代知覚諸理論 1971 アルテス'リ
ベラレス、 8、 H-42
加藤孝義
アノレテス.りべ
3
Mentalimagery produced from a丘er-image.1970 Tohoku psych010gica Folia,30,
30-32
Tadashi onizawa and Takayoshi Kato
アノレテス.りべラレス
認知の体佑Ⅲヒにっいて(Ⅲ)一知覚諸理論の特性と認知的接近法一 1972 アルテス'
りべラレス、 9、 1-24
加藤孝義
認知の体告Ⅲヒにっいて(Ⅳ)一認知研究における現代的話題一 1972
ラレス、 10、 17-36
加藤孝義
認知の体伶Ⅲヒにつぃて(V)一認知の体伶Ⅲヒに関する実験的研究一 1973 アルテス'
りべラレス、 13、 13-30
加藤孝義
4S t u d i e s  o n  t a c h i s t o s c o p i c  r e c o g n i t i o n  Ⅱ .  R l g h t  l e f t  d i f f e r e n c e  i n  v i s u a 1  丘 e l d s . 1 9 7 4
T o h 0 1 ζ U  p s y c h 0 1 0 g i c a  F o l i a , 3 3 , 9 3 - 1 0 1
T a k a y o s h i  K a t o
二 次 元 視 覚 情 報 の 同 時 ・ 継 時 処 理 に つ い て  1 9 7 6  ア ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  1 7 、  1 - 6
加 藤 孝 義
D o m i n a n c e  o f  l e f t  s i d e  f a c e s  i n  d r a w i n g  p r o f i l e s .  1 9 7 8  フ ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  2 2 、
4 7 - 5 3
T a k a y o s h i  K a t o
座 席 の 選 択 行 面 N こ お け る 小 集 団 の 対 人 認 知  1 9 別 ア ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  2 8 、 腿 一 7 3
加 藤 孝 義
東 北 の 都 市 の イ メ ー ジ  1 9 8 3  ア ル テ ス . り べ ラ レ ス 、  3 2 、  1 2 1 - 1 3 1
加 藤 孝 義 、 田 中 潜 次 郎 、 菅 野 幸 宏
特 殊 空 間 に お け る 心 理 学 的 行 動  1 9 8 4  フ ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  3 5 、  4 1 一 認
加 藤 孝 義
生 態 学 的 視 知 覚 理 論 に い た る 知 覚 理 論 の 系 譜  1 9 8 6  岩 手 大 学 人 文 社 会 科 学 部 欧 米 研 究
( 編 ) 、 『 思 想 と 文 化 』  5 6 5 - 5 7 フ
加 藤 孝 義
推 理 文 お よ び 顔 に つ い て の 証 言 に お よ ぽ す 判 断 の 効 果  1 9 8 6 ア ル テ ス . り べ ラ レ ス 、 3 9 、
Ⅱ 3 - 1 2 4
加 藤 孝 義 、 広 瀬 清 人
認 知 科 学 の 歴 史 的 背 景 と そ の 現 状  1 9 8 7  フ ィ ロ ソ フ ー ア ・ イ ワ テ ( 岩 手 哲 学 会 ) 1 9 、 1 5
- 2 3
加 藤 孝 義
ス ラ イ ド に よ る 岩 手 山 の 景 観 分 析 一 S D  法 に よ る 評 価 と < 物 理 量 > の 対 応 関 係 一 1 9 釘
ア ル テ ス . り べ ラ レ ス 、  4 1 、  H 3 - 1 2 1
加 藤 孝 義
ス ラ イ ド に よ る 岩 手 山 の 景 観 分 析 ( 2 ) 一 季 節 ・ 前 景 な ど の 相 違 に よ る 印 象 評 価 特 徴
1 9 8 8  フ ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  4 2 、  1 4 3 - 1 5 1
加 藤 孝 義
心 理 学 的 空 問 に 関 す る モ デ ル ー 実 験 的 フ プ ロ ー チ ー 1 9 即 ア ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 、  4 5 、
フ フ - 1 0 4
加 藤 孝 義
"  E v e n  n u m b e r  e f f e c t "  i n  n u m b e r  c a n c e Ⅱ a t i o n . 1 9 8 9  T o h o k u  p s y c h o ] o g i c a  F 0 Ⅱ a , 4 8 ,
1 9 - 2 4
T a k a y o s h i  K a t o
心理学的空間に関するモデルー発達的アプローチー1990 アルテス・りべラレス、 46、
Ⅱ5-131
加藤孝義
秘教の腹想と西欧の現代心理学一意識のモードをめぐって一1990 平成元年度文部省
特定研究報告書(現代諸科学から見たイソド思想の批判的分析、研究代表者、佐藤
道良円 1-35、分担執筆
加藤孝義
Cogn北ive maP 倉U出のモデル 19飢アルテス・りべラレス、 48、 75-85
加藤孝義
パフォーヤソス.行動に見られるラテラリテー現象 1991 アルテス・りべラレス、49、
169-184
加藤孝義
求められる新しい人間像特集:人問はいカヰこ生きてきたか 1993 季刊 Agama,
125,45-58.阿含宗出版社、分担執筆
山田宗睦、加藤孝義、牛島秀彦、矢島文夫、立川昭二、神澤惣一郎、峰島旭雄(掲
載順)
Even e丘ect: The Human Brain processes Even Digit more Rapidly than odd
Interdisdplinaty lnformation sdences, Tohoku unive玲ity, V01.1,フフ-80
Takayoshi Kato
認知心理学の起源と展開]994 人間社会情報学の構築に向けて(平成5年度文部省特
定研究報告書、研究代表者、細谷昂)卯一63,分担執筆
加藤孝義
ストレス状況への対処法としての注意タイプの自己診断 1997 東北大学保健管理セソ
ター年報、 9、 5-H
加藤孝義、田名場忍、小笹裕昌
証言に船ける「思い込み」効果 1996 応用心理学研究(日本応用心理学会)21、1-9
広瀬清人.加藤孝義
Two different mechanisms of formation of aashbu]b memories.1nterdisciplinary
Information sciences, Tohoku university,3,117-124.
Kiyoto Hirose and Takayoshi Kato
Visual field anisotropy for perceiving shape from shading and shape from edges
1998 1nterdisciplinary lnformation sciences, V01.4,157-164
Yuich wada, Masaki saijou, and Takayoshi Kato
?
6二 重 課 題 法 に よ る 持 続 的 注 意 の 視 野 特 性 の 検 討  1 9 9 9  信 学 情 報 ( H I P 9 9 - 8 , 電 子 情
報 通 信 学 会 )  1 9 9 9 - 0 7 、  1 - 5
和 田 裕 一 、 加 藤 孝 義
「 幼 児 の 迷 路 描 き 能 力 の 研 究 一 迷 路 の 複 雑 さ と 広 が り の 発 達 的 変 化 一  1 9 9 9 a  研 究
紀 要 ( 数 学 教 育 学 会 ) 、  4 0 ,  N O . 1 - 2 , 3 - 1 0
守 屋 誠 司 、 加 藤 孝 義
教 授 を 受 け た 場 合 に お け る 幼 児 が 描 V た 迷 路 の 複 雑 さ の 発 達 的 変 化  1 9 9 9 b  研 究 紀 要 、
4 0 ,  N O . 3 - 4 , 1 3 - 2 2
守 屋 誠 司 、 加 藤 孝 義
「 幼 児 に お け る 迷 路 描 き の 指 導 と そ の 効 果 に つ い て 」
学 教 育 学 会 春 季 年 会 発 表 論 文 集 臨 時 増 刊 号 ) 1 - 3
守 屋 誠 司 、 加 藤 孝 義
選 択 的 注 意 課 題 に お け る 視 野 の 非 対 称 性  1 9 9 9  人 間 工 学 ( 日 木 人 間 工 学 会 ) 3 5 、 2 フ ト
2 7 6
和 田 裕 ・ ー 、 西 條 将 樹 、 加 藤 孝 義
T A I S  ( 注 意 . 対 人 ス タ イ ル 診 断 テ ス ト ) ー ス ト レ ス 対 処 法 と し て の 注 意 の 自 己 診 断 テ
ス ト ー  1 9 9 9  現 代 行 動 科 学 会 誌 ( 現 代 行 動 科 学 会 ) 、 第 1 5 号 、  9 - 1 9
加 藤 孝 義
研 究 情 報
小 集 団 と 空 間 の 生 態 学 ( エ コ 戸 ジ ー )
1 9 8 6 月 刊 『 商 店 建 築 』  1 2 月 号 、  2 3 8 - 2 3 9
加 藤 孝 義
空 間 認 知
『 A 1 辞 典 ( 人 工 知 能 一  A r t 途 d a 1 1 n t e Ⅱ i g e n c c e 一 の 百 科 辞 典 ) 』  1 9 8 8
士 屋 俊 ・ 中 島 秀 之 ・ 中 川 裕 之 ・ 橋 田 浩 一 ・ 松 原 仁 ( 編 )  U P U
1 9 9 9  C
研 究 紀 要 ( 1 9 9 9 年 度 数
人 間 と 空 間 行 動 一 心 理 的 な わ ぱ り と 着 席 の 心 理 一
1 9 9 1  東 北 大 学 精 神 保 健 紀 要 、 創 刊 号 、 1 - 4
加 藤 孝 義
人 は と っ さ の 場 合 、 左 但 Ⅲ こ 避 け る か ?
1 9 9 2  『 化 学 と 工 業 』 ( 日 本 化 学 会 )  7 月 号 、  6 6 - 6 8
加 藤 孝 義
特 集 皮 膚 感 覚 か ら の 示 唆
1 9 兜  A I C A  E Y E S  ( ア イ カ ア イ ズ ) ( フ ィ カ エ 業 株 式 会 社 ) 第 7 号 、  5 - 6 .
加 藤 孝 義
左と右の関係を製品開発に生かす!
19930丘 Time (Total Engineer'S Magazine), NO.46,25-27.総合技術セソタ
加藤孝義
方向音痴はつらいーその原因と対策一
19的すみとも(住友グループ広報委員会) summer, Number 9,10-11
加藤孝義
学会発表
0日本心理学会
加藤孝義 19田刺激の意味知覚の決定因としての実験場面の認知につして一教示の
相違を中心寸こ日本心理学会第25回大会発表論文集 P.46
加藤孝義 1962 刺激の意味知覚に及ぼす SET
割日本心理学会第26回大会発表論文集 P
加藤孝義・斎藤
について(D
大山正博.加藤孝義 1966 Sensory D即rivation の実験的研究(Ⅶ)
結果日本心理学会第30回大会発表論文集 P.214
繁 1963 Sensory DeprivaHon の実験的研究(Ⅳ)
日本心理学会第27回大会発表論文集 P.182
加藤孝義 1966 20答法に依る肢体不自由者の自己態度につVて
大会発表論文集 P.232
7
加藤孝義.田中弘子.田多英興 1967 Sensory Deprivation の実験的研究(Ⅷ)(1)手
続き;行動観察.面接結果及び GSR・EEG の結果日本心理学会第3]回大会発表
論文集 P.87
の効果について一SET の制止的役
48
田多英興・加藤孝義・
. EEG の結果
加藤孝義・川口みさ子
集P.97
小松紘.加藤孝義.丸山欣哉 1971 剌激過剰負荷に関する実験的研究(Ⅳ)
荷刺激強度の検討及び聴覚閖の測定日本心理学会第35回大会発表論文集
国分振 1968 Sensory Deprivationの実験的研究(Ⅸ)(D 方法
日本心理学会第32回大会発表論文集 P.46
加藤孝義 1972
P .82-83.
(4)時間評価
単眼視・両眼視弁別日本心理学会第32回大会発表論文1968
(6)
日本心理学会第30回
瞬間視における視野の左右差日本心理学会第36回大会発表論文集
脳波の
2.負
P .719
8加 藤 孝 義  1 9 7 5  二 炊 元 視 覚 佶 報 の 符 号 化 日 本 心 理 学 会 第 3 9 回 大 会 発 表 論 文 集 P . 1 5 6
加 藤 孝 義  1 9 7 7  顔 の 描 画 に お け る 方 向 の 偏 向 性 に つ し て 日 本 心 理 学 会 第 5 0 回 大 会 発
表 論 文 集  P . 7 5 4
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎  1 9 8 1  プ 戸 フ H  ー ル 描 画 に お け る < 左 向 き > の 優 位 性 日 本 心
理 学 会 第 4 5 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 5 1 8
菅 野 幸 宏 ・ 加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 炊 郎  1 9 8 1  東 北 の 都 市 の イ メ ー ジ ー そ の 1 . 評 定 法 と 連
想 法 に よ る 分 析 日 本 心 理 学 会 第 4 5 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 7 2 5
田 中 潜 次 郎 ・ 加 藤 孝 義 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 1  東 北 の 都 市 の イ メ ー ジ そ の 2 . 七 マ ン テ ィ
, ク ・ デ ー フ , レ ソ シ ャ ル 法 に よ る 分 析 日 本 心 理 学 会 第 4 5 回 大 会 発 表 論 文 集
P  . 7 2 6
渡 辺 洋 一 ・ 菅 野 幸 宏 ・ 加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 炊 郎  1 9 8 2  東 北 の 都 市 イ メ ー ジ の 規 定 因 日
本 心 理 学 会 第 4 6 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 3 9 8
菅 野 幸 宏 ・ 渡 辺 洋 一 ・ 加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎  1 9 8 2  県 の 連 想 に あ ら わ れ た メ ソ タ ル ・
マ ッ プ 日 本 心 理 学 会 第 4 6 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 3 9 8
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 2  社 会 指 標 か ら 見 た 東 北 そ の 1 . 実 態 と 評 価
と の 関 係 日 本 心 理 学 会 第 4 6 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 3 9 9
田 中 潜 次 郎 ・ 加 藤 孝 義 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 2  社 会 指 標 か ら 見 た 東 北 そ の 2 . 多 変 量 解 析
に よ る 分 析 日 本 心 理 学 会 第 4 6 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 3 9 9
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 3  東 北 の 都 市 の イ メ ー ジ ( フ ) 一 盛 岡 市 の イ メ
ジ マ , プ 日 本 心 理 学 会 第 4 7 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 8 0 9
加 藤 孝 義 ・ 北 村 晴 朗  1 9 8 5  数 字 の 抹 消 作 業 量 に み ら れ る " 偶 数 効 果 " 日 本 心 理 学 会
第 四 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 1 2 6
加 藤 孝 義 ・ 北 村 晴 朗  1 9 釘 偶 数 効 果 に つ V て ( 3 ) 日 本 心 理 学 会 第 5 1 回 大 会 発 表 論
集  P . 2 3 2
加 藤 孝 義  1 9 9 1  プ ロ フ ー ー ル 描 画 に お け る " 左 向 き " 優 位 性 日 本 心 理 学 会 第 5 5 回 大
会 発 表 論 文 集  P . 2 4 3
加 藤 孝 義 ・ 細 川 徹 ・ 加 藤 健 二  1 9 9 4  T A I S  日 本 語 版 ( T e s t  o f  A 廿 e 址 i o n a l  a n d
I n t e r p e r s o n a l  s t y l e ) 日 本 心 理 学 会 第 5 8 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 3 7 3
加 藤 孝 義 ・ 細 川 徹 ・ 田 名 場 忍  1 9 9 5  T A I S  日 本 語 版 ( T e s t  o f  A 杜 e 址 i o n a l  a n d
I n t e r p e r s o n a l s t y l e ) 日 本 心 理 学 会 第 5 9 回 大 会 発 表 論 文 集  P . 2 0
細野昌和.加藤孝義 1995 ツーリズムの動機付けに関する研究一観光目的地におけ
る行動イメージの要因から日本心理学会第59回大会発表論文集 P.913
加藤孝義]996 心理学的空間のモデル序論日本心理学会第60回大会発表論文集
P .フ
加藤孝義
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広瀬清人.加藤孝義 1997 フラ,シュ・バルブ・メモリーフォメーシ,ソ(Ⅱ)日本
心理学会第田回大会発表論文集 P.フ73
加藤孝義.和田裕一 1998 心理学的空間のモデル(3)- Latera]ity の視点から
日本心理学会第61回大会発表論文集 P.24
和田裕一.加藤孝義 1998 選択的注意における視野の非対称特性日本心理学会第62
回大会発表論文集 P.943
加藤孝義.和田裕一 1999 心理学的空間のモデル(4)- LateraⅡty の視点から(2)
日本心理学会第63回大会発表 P.9
心理学的空間のモデル(2)日本心理学会第61回大会発表論文集1997
0日本応用心理学会
長塚康弘・北村晴朗・丸山欣哉・加藤孝義 1960 選択反応成績に及ぼす注意の動揺及
び配分の影響第27回大会研究発表論文抄録集 P.175
丸山欣哉.大山正博.加藤孝義 1962 自動車運転者の心理テスト(第2汰研究)・・(D
バ*クミラーによる遠近知覚と巾員評定テスト第29回大会発表論文抄録集 P
79
9
加藤孝義(企画・司会)・安藤
求ジウムB ヒュー「フソ.
P.2 (3,4,5)
加藤孝義
P
P
加藤孝義
P .24
1995
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東北心理学研究、第22号、 P.19、東
注意のスタイルテスト(TAIS)日本語版第62回大会発表論文集
昭.山梨正雄.大山正博(シソポジスト)19舗ンソ
スペースとしての環境問題第訟回大会発表論文集
0東北心理学会
加藤孝義 1972 瞬間視における視野の左右差
北心理学会第27回大会発表抄録
1996TAIS 日本語版一標準化の基礎的総括一第63回大会発表論文集
1 0
加 藤 孝 義
2 4 号 、
加 藤 孝 義 ・ 大 山 正 博  1 9 7 5  夜 景 の フ り 、 , カ ー 現 象 に つ い て ( 序 報 ) 一 野 外 観 察 、 東 北
心 理 学 研 究 第 2 5 号 、  P . 5 8 - 5 9 , 東 北 心 理 学 会 第 2 9 回 大 会 発 表 抄 録
f o r t n
1 9 7 4  M u l t i - d i m e n s i o n a l  e n c o d i n g  o f  v i s u a l
P . 7 0 - 7 1 、 東 北 心 理 学 会 第 2 8 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義  1 9 7 6  知 覚 ・ 認 知 の 立 場 か ら 東 北 心 理 学 研 究 第 2 6 号 シ ソ ポ ジ ウ ム ・ 心
理 学 各 領 域 間 の 相 互 交 流 的 批 判 話 題 提 供 者 、 オ ー ガ ナ イ ザ ー 菊 池 哲 彦 、 北 海 道 心
理 学 会 ・ 東 北 心 理 学 会 第 3 回 合 同 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義  1 9 7 8  プ ロ フ H  ー ル 描 画 に お け る 一 側 優 位 性
8 、 東 北 心 理 学 会 第 3 2 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏 1 9 8 0  都 市 の 環 境 心 理 学 ( D  : そ の  1 . 東 北 の メ ソ
タ ル . マ , プ ー 都 市 間 の 距 離 の 評 価 、 東 北 心 理 学 研 究 第 3 0 号 、  P . 9 4 一 鮖 、 東 北
心 理 学 会 第 3 4 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 0  都 市 の 環 境 心 理 学 ( D
の イ メ ー ジ ー S D  法 に よ る 分 析 、 東 北 心 理 学 研 究 第 3 0 号 、
学 会 第 3 4 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義 ・ 田 中 潜 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 1  都 市 の 環 境 心 理 学 ( 2 ) : そ の 1 . 社 会 指 標 か
ら 見 た 東 北 の 諸 特 徴 東 北 心 理 学 研 究 第 3 1 号 、  P . 6 7 - 6 8 、 東 北 心 理 学 会 第 3 5 回 大 会
発 表 抄 録
東 北 心 理 学 研 究 、 第
加 藤 孝 義 ・ 田 中 港 次 郎 ・ 菅 野 幸 宏  1 9 8 1
対 す る 評 価 の 特 色 東 北 心 理 学 研 究 、
発 表 抄 録
加 藤 孝 義  1 9 8 2  方 向 知 覚 の 研 究 ( 1 ) 東 北 心 理 学 研 究
学 会 第 3 6 回 大 会 発 表 抄 録
東 北 心 理 学 研 究 第 2 8 号 、 P
山 口 浩 ・ 加 藤 孝 義  1 9 8 4  皮 膚 温 の バ イ オ フ ィ ー ド バ
法 に お け る 試 行 間 隔 間 の 効 果 ( D  東 北 心 理 学 研 究
第 3 8 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義  1 9 8 5
第 3 5 号 、  P
都 市 の 環 境 心 理 学 ( 2 ) : そ の 2 . 社 会 指 標 に
第 3 1 号 、  P . 6 8 - 7 0 、 東 北 心 理 学 会 第 3 5 回 大 会
そ の 2 . 東 北 の 都 市
P  . 9 5 - 9 6 、 東 北 心 理
加 藤 孝 義  1 9 8 6  幼 児 に お け る 空 間 座 標 の 使 用
東 北 心 理 学 会 第 如 回 大 会 発 表 抄 録
方 向 知 覚 の 研 究 ( 2 ) 一 方 向 に 関 す る 素 朴 な 物 理 学
5 7 一 諦 、 東 北 心 理 学 会 第 3 9 回 大 会 発 表 抄 録
加 藤 孝 義  1 9 8 フ ス ラ イ ト に よ る 岩 手 山 の 景 観 分 析 一 S D  法 に よ る 評 定 と 物 理 量 の 対
応 関 係 東 北 心 理 学 研 究 第 3 7 号 、  P . 1 0 0 、 東 北 心 理 学 会 第 4 1 回 大 会 発 表 抄 録
第 3 2 号 、  P . 8 8 - 8 9 、 東 北 心 理
ク に 関 す る 基 礎 的 研 究 一 分 散
第 3 4 号 、  P . 4 - 5 、 東 北 心 理 学 会
y
東 北 心 理 学 研 究 第 3 6 号 、  P . 1 3 - 1 4 、
東 北 心 理 学 研 究 、
加藤孝義 1990 プロフ'ールの向きにおける一側優位性東北心理学研究第40号、
P.79-80、東北心理学会第U回大会発表抄録
加藤孝義 1991 認知心理学のルーツと課題(北海道心理学会・東北心理学会第7回合
同大会特別講演)東北心理学研究第41号、 P.1、東北心理学会第45回大会発表
抄録
加藤孝義.細川徹.加藤健二 1993 TAIS 日本語版について一 Test of
A杜entionaland lnterpe玲onal style 東北心理学研究第43号、 P.フ、東北心理学
会第U回大会発表抄録
田名場忍.和田裕・ー・加藤孝義 1994 社会的状況における状況的拘束性一指標の検
討、東北心理学研究第"・号、 P.78、東北心理学会第48回大会発表抄録
和田裕一.加藤孝義 1995 プライム刺激の属性がネガテーププライミソグに及ぼす効
果東北心理学研究第45号、 P.14、東北心理学会第四回大会発表抄録
広瀬清人.加藤孝義・田名場忍 1997 地域選好一国内の高校生の住み九い県東北
心理学研究第47号、 P.8、東北心理学会第51回大会発表抄録
菅野美穂.加藤孝義 1998 TAIS (The Test of Attentional and lnterpersonal
Style)(日本語版)の内容妥当性及び臨床場面への応用例の検討、東北心理学研
究第48号、 P.フ、東北心理学会第52回大会発表抄録
十河諒子・和田裕一・加藤孝義 1999 空間認知における参照系の選択一参照物体と
指示物が有する方向性の影響一東北心理学会第認回大会
多田美香里.加藤孝義 1999 高齢者における過去経験の日常的想起東北心理学会第
53回大会
H
0日本数学教育学会
守屋誠司.加藤孝義]998 平面の利用状況から見た幼児の迷路描きの発達特徴数学
教育学会夏季研究会、日本数学教育学会
守屋誠司.加藤孝義 1999 幼児に対する迷路描きの指導とその結果について 1999年
度数学教育学会春季研究会、日本数学教育学会
講演等
昭和52年度
交通心理学(岩手県警察本部交通部)
1.人間の行動特徴と運転行動一人間はミスを犯すものである
1-1.知覚能力とミス 1-2.注意の持続と配分
1 2
2
性 格 と 事 故
2 - 1 . 性 格 の タ イ プ  2 - 2 . 事 故 多 発 傾 向
安 通 安 全 意 識
3 - 1 . 運 転 者 の 交 通 モ ラ ル  3 - 2 . 交 通 違 反 を 否 定 す る 態 度  3 - 3
重 大 性 よ り も 原 因 を 重 視 す る 態 度  3 - 4 . 法 規 違 反 に よ る 罪 悪 感
動 の 重 要 性 の 認 識
事 故 対 策
4 - 1 . 自 己 診 断  4 - 2 .  V T R  に よ る 指 導 法
3
4
昭 和 認 年 度
交 通 心 理 学
1 . 運 転 行 動 の 生 理 学
1 - 1 . 意 識 と 行 動 一 目 覚 め と 眠 り  1 - 2 . 目 覚 め の 水 準 卜 3 . 意 識 化 の 方 法
2 . ア ル 塁 ー ル と 運 転 行 動
2 - 1 . 飲 酒 運 転 と 事 故  2 - 2 . 飲 酒 効 果  2 - 3 . ア ル コ ー ル 濃 度 と 運 転 機 能
3 . 予 見 能 力 と 事 故
3 - 1 . 道 交 法 違 反 少 年 の 事 故 特 徴  3 - 2 . 予 測 侑 三 カ テ ス ト
4 . 青 年 期 と 交 通 安 全 意 識
4 - 1 . 現 代 青 年 の 社 会 的 背 景  4 - 2 . 青 年 の 特 質  4 - 3 . 対 策  a ) 凖 拠 集 団 の 提 供
b ) 社 会 的 関 心 の 養 育  C ) 社 会 的 役 割 遂 行 の 場 の 必 要 性
昭 和 5 4 年 度
交 通 心 理 学
1 . 人 間 の 視 覚 特 性
1 - 1 . 中 心 視 . 周 辺 視  1 - 2 . 図 と 地  1 - 3 . マ ジ カ ル ナ ソ バ ー フ  1 - 4 、 遠 近 判 断 一
進 出 色 ・ 後 退 色
2 . 速 度 感
3 , 運 転 行 動 の 持 統
3 - 1 . 感 覚 遮 断 実 験 の 教 え る と こ ろ  3 - 2 . 監 視 作 業 ( v i 即 l a n c e )
交 通 違 反 の 結 果 の
3 - 5 . 交 通 安 全 運
昭 和 滞 年 度
交 通 心 理 学
1 . 交 通 事 故 の 要 因
1 - 1 . 人 的 要 因 < 素 質 ・ 心 理 ・ 経 歴 ・ 意 欲 ・ 心 身 状 態 >  1 - 2 . 環 境 要 因 ( 人 間 関 係
・ 自 然 ・ 物 理 条 件 ・ 空 間 条 件 ・ 時 間 条 件 )
2 . 車 と 人 間
2 - 1 . 交 通 状 況 ( ド ラ イ バ ー ・ 車 ・ 道 路 ・ 速 度 )
3 . 事 故 多 発 者
3 - 1 . 尚 早 反 応 者 < 筋 肉 反 応 型 >  3 - 2 .  r i s k - t a k i n g  < 危 険 敢 行 >
4 . 事 故 者 の 特 性 と 背 景
4 - 1 . 個 人 的 背 景 < 先 天 的 能 力 ・ 後 天 的 能 力 ・ 態 度 ・ 動 機 付 け ・ 感 恬 >  4 - 2 . 生 活
( 職 業 へ の 不 満 ・ 会 社 へ の 不 満 ・ 適 職 感 の 不 在 )
: ゴ ヒ 上 包
月  J i 叉
昭和56年度
交通心理学
1.交通事故の現状
2.交通心理学の動向
2-1.昭和30年代一如年代 2-2.昭和卯年代一50年代 2-3.50年代以降
3.二輪車問題
3-1.暴走族 3-2.最近の高校生のバイク問題(単車追放運動)
4.学校教育の実態
4-1.中学生問題 4-2.中学生の変化 4-3.非行の原因 4-4.家庭の教育力の喪失
4-5.大人の責任
昭和57年度
交通心理学
はじめに
昭和56年度交通白書に見る事故の概要
1.事故時の心理状態
1-].誤った安心感 1-2.運転場面への適応カト3.若年者と事故 1-4.初心者
と事故卜5.教習時間の長さと事故 1-6. stayalert
2.不注意と事故
2-1.疲労とねむけ 2-2.居眠り運転の月間統計比較 2-3.ねむけの原因(バイオ
リズム・単調感・アルコール・疲労) 2-4.態度と興味
3.交通違反と事故の関係
3-1.交通違反の形式犯 3-2.運転マナー 3-3.同調行動 3-4.危険行為(ヒャリ
ト体験)●ノ'、 y
4.交通対策一老人と子ども
4-1.老人の精神機能<五感の衰退・意識の狭窄化> 4-2.幼児の認知・行動特性
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昭和58年度
交通心理学
1.運転における「見ること」の重要性
見るの3原則
2,運転行動
2-1.場面における車のもって行き方 D 速度の選択 2)車間距離 3)追い越
しの判断 4)プレーキ操作の選択 5)行くか止まるか
2-2.心的過程の2経路<自動化と意思決定> 2-3.自動化から意思イヒヘ
3.企業内の交通教育の変遷
3-1.第一期(42年~"年):車社会の到来<車に慣れる>
3-2.第二期(45年~47年):交通戦争、運転適性テスト活用
3-3.第三期(48年~50年):場面をみての判断訓練
3-4.第四期(51年~53年).自家用車の台頭(運転中の読みの深さ)
3-5.第五期(53年以降):車使用の多様化、運転の中身見なおし、第二次交通
戦争、運転レヴェル別指導
N4 . 青 年 期 の 安 全 教 育
4 - 1 . 高 校 生 の 短 歌 に み る 交 通 意 識
4 - 2 . 安 全 教 育 の 課 題  1 ) オ モ チ 十 か ら 本 物 へ の 志 向 ( 車 へ の 欲 求 )  2 ) 教 習 所
に お け る 人 問 教 育 の 不 在  3 ) 自 己 過 信 ( 相 手 を 誤 ま ら せ る キ ケ ソ 運 転 操 作 )  4 )
公 教 育 の 必 要 性
昭 和 5 9 年 度
交 通 心 理 学
1 、 交 通 事 故 の 根 源 ( 事 故 に 見 え な い 影 )
2 . 高 齢 老 ド ラ イ バ ー ( 高 速 道 路 運 転 中 の 心 理 ・ 生 理 的 変 化 )
3 . 交 通 安 全 教 育 ( 心 理 学 的 知 見 の 応 用 の 必 要 性 )
昭 和 印 年 度
交 通 心 理 学
1 . 自 動 車 運 転 に お け る 「 選 択 」 の 様 式
2 . ス ピ ー ド 感 の 心 理 学
2 - 1 . 速 度 感 の 特 徴  2 - 2 . 暴 走 の 心 理
3 . 発 達 段 階 か ら み た 安 全 教 育
4 . 人 間 性 の 養 育 の 必 要 性
昭 和 6 1 年 度
交 通 心 理 学
1 . 大 脳 と 行 動
ト 1 . 左 側 へ の 回 避 優 位 性  1 - 2 . 左 側 通 行 の 優 位 性  1 - 3 . ト ラ , ク 競 技 の 左 回 り 優
位 性
2 . 女 性 ド ラ イ バ ー に つ い て の 神 話
3 . 女 性 ド ラ イ バ ー の 実 態
4 . 女 性 ド ラ イ メ ー の 事 故 の タ イ プ
5 . 交 通 カ ウ ソ セ リ ソ グ の コ ツ
昭 和 6 2 年 度
交 通 心 理 学
1 、 運 転 行 動 の 基 礎
2 . 飲 酒 と 運 転
2 - 1 . 飲 酒 と 事 故  2 - 2 . 飲 酒 効 果  2 - 3 . 運 転 と ア ル コ ー ル の 関 係  2 - 4 . フ ル コ ー ル
中 毒
3 . 新 人 類 と 教 育
3 - 1 . ア ル バ イ ト 人 生  3 - 2 . 新 人 類 の 生 態 学
昭 和 6 3 年 度
交 通 心 理 学
1 . 交 通 事 故 に お け る 「 ド ラ イ バ ー 車 一 道 路 シ ス テ ム 」 の 関 係
情報処理者としてのドライ
"かも"運転の心理学的意義
人間の直接原因についての内容分析例(イソデーアナ大学)
平成元年
交通心理学
1.ドライプの原点に戻って
スは犯すもの卜2.安全運転意識1-1ミ
2.女性ドライバ、・・についての意識調査
2-1.運転態度 2-2.交通場面に対する意識
3.女性の特性
平成2年度
五感の話
1.初めにタ,チありき(皮膚感覚のいろいろ)
2.色の黒い人ほど鼻が利く
3.日が他の感覚をまどわす
4.レム(REM)睡眠の効用
平成3年度
子どもの飛び出し
1.目・耳の発達レヴェル
2.五歳児の実験(心拍数・視野の範囲・注意力・記憶の範囲・音源定位・視界の死角)
3.ドライバー側の注意事項
4.母親側の注意事項
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2・・3.運転行動の意識
その他
「人生は種まき」(成人式記念講演)、「五感のふしぎ」(成人教養講座講演)、「適性と適
性診断」(職業安定所職員研修)、「職場の安全管理」(電力会社)、「障害者の心理」(日
本看護福祉学会)、「青年心理学」(宮城県専修学校新任教員研修)、「思Vやりの心の育
成について(福祉教育普及校研究発表会、鳴子町教育委員会)、「やる気を育てる心理テ
クニ,ク」(鳴子町教育委員会)、「現代の学生の心理と教育」(岩手大学人文社会科学部
Faculty Development 委員会)
随想
はじめに女ありき
『学園だより』第3号、昭和59年3月、岩手大学
加藤孝義
??? 、、、
?
1 6
英 国 病 と は い う け れ ど
『 教 育 後 援 会 報 』 第 4 号 、 昭 和 5 6 年 3 月 、 岩 手 大 学
加 藤 孝 義
ア メ リ カ 東 部 の 結 婚 式
『 ぱ ん 茶 ・ せ ん 茶 』 岩 手 日 報 夕 刊 ( 昭 和 5 4 年 1 2 月 1 日 ) ( 岩 手 大 学 教 授 、 在 マ サ チ
力
ー セ
加 藤 孝 義
足 の 長 い 国 の 文 化
『 教 育 後 援 会 報 』 第 5 号 、 昭 和 5 7 年 3 月 、 岩 手 大 学
加 藤 孝 義
ソ
ふ ん が い と 国 際 化
『 教 養 課 程 後 援 会 報 』 第 2 2 号 、 平 成 元 年 3 月 、 岩 手 大 学
加 藤 孝 義
微 笑 う つ 病
『 教 育 後 援 会 報 』 第 N 号 、 平 成 3 年 3 月 、 岩 手 大 学
加 藤 孝 義
" 楽 学 生 "
『 教 育 後 援 会 報 』 第 1 4 号 、 平 成 3 年 3 月 、 岩 手 大 学
加 藤 孝 義
英 米 の 大 学 図 書 館 見 聞 記
『 図 書 館 時 報 』  V 0 1
加 藤 孝 義
学 生 ポ ラ ソ テ ' ア 活 動 の 日 常 化 を 期 待 す る ( 巻 頭 言 )
『 保 健 管 理 セ ソ タ ー 年 報 』 平 成 9 年 2 月 、 東 北 大 学
加 藤 孝 義
大 学 の 心 理 学 講 義 ・ 教 育 の 行 方 ?
学 友 消 息 ( 東 北 大 学 文 学 部 心 理 学 研 究 室 同 窓 茶 話 会 ) 平 成 Ⅱ 年 1 2 月
加 藤 孝 義
4 ,  N O . 1 , 岩 手 大 学
